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③高子ちゃん

④萩男差やん
の

登校日記

③
「
今
度
『
子
ど
も
防
犯
連
絡
所
』
が
で
き
た

ん
だ
っ
て
。
萩
男
ち
ゃ
ん
知
っ
て
た
」

④
「
う
ん
、
知
っ
て
た
よ
。
だ
っ
て
学
校
へ
行

く
通
り
の
お
店
に
か
わ
い
い
ス
テ
ッ
カ
ー
が

は
っ
て
あ
る
の
を
見
た
も
の
。
で
も
、
そ
れ

が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

ん
だ
」

③
「
そ
れ
は
ね
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
危
険
な
こ

と
を
さ
れ
た
り
、
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

こ
こ
に
逃
げ
込
ん
で
く
だ
さ
い
と
知
ら
せ
て

昨
年
の
神
戸
で
起
き
た
中
学
生
に
よ
る
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事

件
以
来
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
も
「
子
ど
も
が
見
知
ら

ぬ
人
に
車
内
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
」
、
「
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た
お
母
さ
ん
が
刃
物
を
持
っ
た
男
に
脅
さ

れ
た
」
な
ど
、
子
ど
も
や
婦
人
を
ね
ら
っ
た
変
質
者
と
思
わ
れ

る
人
物
の
犯
罪
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
萩
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止

し
、
登
下
校
時
や
普
段
の
生
活
の
中
で
変
質
者
な
ど
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
昨
年
一
二
月
に
『
子
ど
も
防
犯
連
絡

所
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
登
下
校
時
や
放
課
後
、
休
日
な
ど
に
変
質
者
と
思

わ
れ
る
人
物
な
ど
か
ら
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た
り
、
あ
る
い

は
受
け
そ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
緊
急
に
一
時
避
難
す
る
場
所

と
し
て
同
連
絡
所
に
駆
け
込
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
万
が
一
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
駆
け

込
ま
れ
た
家
の
人
は
、
子
ど
も
を
保
護
す
る
と
と
も
に
直
ち
に

子
ど
も
た
ち
の
緊
急
避
難
場
所

地
域
の
協
力
で
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
ま
す
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い
る
目
印
な
の
よ
。
私
た
ち
の
通
っ
て
い
る

高
萩
小
学
校
の
通
学
路
に
作
っ
た
も
の
な
ん

だ
っ
て
」

④
重
覺
子
ち
ゃ
ん
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
ん
だ

ね
。
そ
う
い
え
ば
、
変
な
お
じ
さ
ん
に
車
に

押
し
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
小
学
生
が
い
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
。
そ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
本
当
に
こ
わ
い
ね
」

ｅ
「
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ち
の
み
ん
な

が
協
力
し
て
つ
く
っ
た
も
の
な
の
。
こ
の
ま

ち
に
住
ん
で
い
る
人
が
み
ん
な
で
、
わ
た
し

た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
よ
」

⑧
「
そ
う
か
、
よ
く
わ
か
っ
た
よ
。
そ
う
考
え

る
と
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
ま
ち
か
ら
悪
い

人
を
追
い
出
す
お
札
の
よ
う
に
み
え
る
ね
。

ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
は
心
強
い
味
方
だ
ね
』

鑿
謹
鐘
麓
醗
醗
鰹
懸
懸
蕊
蕊

！
》

蕊
譲
醗
黙
蝿
鐸
識
泌
譲
辨
識
繊
識
鐸
鶏

鍵鍵

蕊蕊蕊蕊蕊 鍾議

高萩小学校PTA会長

沼田裕一さん
（春日町）

警
察
署
と
学
校
へ
そ
の
状
況
を
連
絡
し
、
警
察
署
で
は
迅
速
な

対
応
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
現
実
的
な
役
割
以
上
に
、
地
域
の
み
な
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
変
質
者
な
ど
の
犯
罪
行
為
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
き

な
ね
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
小
学
校
学
区
内
に
八
八
か
所

全
市
的
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

今
回
は
高
萩
小
学
校
の
通
学
路
を
中
心
に
、
学
区
内
の
店
舗

や
民
家
な
ど
八
八
か
所
（
平
成
一
○
年
一
月
二
○
日
現
在
）
を

『
子
ど
も
防
犯
連
絡
所
」
と
し
て
指
定
。
同
連
絡
所
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
目
に
触
れ
や
す
い
よ
う
に
店
舗
で
は
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
の
ガ
ラ
ス
に
、
ま
た
民
家
で
は
、
塀
や
門
の
周
辺
に
目

印
と
な
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
付
け
ま
し
た
。

こ
の
『
子
ど
も
防
犯
連
絡
所
』
の
依
頼
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
子
ど
も
会
関
係
者
が
、
ま
た
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
に
つ
い

ー

地域のみなさんで、

子どもたちを温かく見守っていきたいですね。

社会の変化に対応してPTAの役割も変わって

きています。そのように考えると、今回の「子ど

も防犯連絡所」の設置は、 PTAに対する時代の

要請だったと思っています。今後は市PTA連絡

協議会をとおして、この試みが市内全域に広がる

よう努力していきたいと考えています。そして、

これをきっかけに地域のみなさんが協力して、子

どもたちを温かく見守っていけるような環境を

作っていきたいですね。

ー

高萩警察署

生活安全課長

深川仁志さん 子ども防犯連絡所

て
は
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
関
係
者
が
行
う
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中

心
に
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
所
の
設
置
は
、
高
萩
小
学
校
で
取
り
組
ん
だ
も
の

で
す
が
、
こ
の
地
域
は
休
日
な
ど
に
は
学
区
外
の
子
ど
も
た
ち

も
た
く
さ
ん
集
ま
る
市
街
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
内

容
に
つ
い
て
、
市
内
の
各
小
・
中
学
校
を
通
し
て
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
周
知
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
て
、
こ
の
試
み
が
市
内

全
域
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『 鐸． 地域の安全を守る主体は、

そこに住んでいる住民のみなさんです。

昨年、兵庫県や奈良県で発生した小学生や中学

生など年少者が被害となった殺人事件は、その事

件の特異性や、生活の身近な部分からの発生とい

うことで社会に大きな衝撃を与えました。 「隣り

の人はなにする人ぞ」という社会環境がこのよう

な事件を誘発するという意見もある中、地域ぐる

みで子どもたちの安全を確保するという今回の試

みは、地域の住民一人ひとりが主体となり、自分

たちの手で地域の安全を守るという点でとても効

果があると思います。警察署としても最大限に支

援していきたいと考えています。

高萩警察署
1m24－01 10

塞麟小窪・声鞍小学校PTA

『子ども防犯連絡所」のステ

ッカー。子どもを守るように

両親が描かれています。これ

は、高萩小学校の三代博紀先

生がデザインしました。
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申 が始まりますの
今年もまた、市・県民税の申告と所得税の確定申告の時期にな

りました。申告期間は、 2月16日(月)から3月16日（月）までの1

か月間です。所得税の確定申告は、 日立税務署で受け付けますが、

この期間に限り、市役所の税務課でも受け付けています。

また、例年、申告終了日が間近になると、窓口が大変混雑しま

す。長時間お待ちいただくうえ、落ち着いて相談できなかったり

しますので、できるだけお早めに申告を済ませてください。

申告期間は

月126日旧)‐3月16日侶）
医夛言字〒胃〒房声
鱒･ ’' 、､､鋒；； j､ ,蕊

濁飼圃間泡鬮です
市
・
県
民
税
の
申
告
は

市・県民税の申告書は、次の日

程に合わせて税務課からみなさん

に、直接郵送します。申告害は、

前年の課税をもとに、申告が必要

と思われるみなさんに郵送します。

◆午前10時から午後3時まで◆

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に
居

住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
次
の
内
容
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
、
送
ら
れ
て
き

た
人
。

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
地
代
や
家

賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人
。

■
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
（
給
与
支
払

者
）
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

出
さ
れ
て
い
な
い
人
。
（
こ
の
場
合
は
、

本
人
が
直
接
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

申
告
が
必
要
な
人

市
役
所
税
務
課
へ
・
・
・

冠
翠
‐
２
１
１
１
内
線
２
０
３

巴二

とき隠鴦録蕊#ところ蕊

上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

高戸集会所

2月

17日

(火）

上手綱生活改善センター

秋山中集落センター

大能生活改善センター

日
１
８
水

１

、

山手集落センター

中戸川公民館

横川生活改善センター

狛
和
１
く

口
申
告
害
。
（
住
所
、
氏
名
、
扶
養
家
族
な
ど

を
記
入
す
る
こ
と
）

口
印
鑑
。

口
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類
。

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

口
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な
ど

の
領
収
書
や
支
払
い
証
明
書
。

申
告
に
用
意
す
る
も
の

■
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し
た

人
。
（
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら
源
泉
徴
収
票

を
い
た
だ
い
て
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

■
平
成
九
年
中
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
受

け
な
い
で
、
賃
金
な
ど
の
支
払
い
を
受
け

た
人
。
（
そ
の
内
容
の
わ
か
る
も
の
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
）

■
住
所
地
の
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤
十
字

社
な
ど
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る
寄
付
を

し
て
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
人
。
ま
た
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
。
（
そ
の
内
容

の
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

石滝公民館

安良川公民館

20日

(今）

関口集会所

行人塚集会所

秋山南集会所

島名多目的研修会館

赤浜田園都市センター

23日

（月）

24日

(火）

ここ

龍|礁窯ｾﾝﾀｰ
秋山下生活改善センター

松岡地区公民館

若栗公民館

26日

(木沁

27日

(金)
有明町集会所

北組センター
申
告
を
も
と
に
算
出
し
た
市
・
県
民
税
は
、

六
月
以
降
か
ら
四
回
に
分
け
て
（
普
通
徴
収
）

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
’
二
回
に
分
け
て

六
月
以
降
の
給
料
か
ら
毎
月
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
特
別
減
税
が
実
施

さ
れ
た
場
合
は
、
｜
｜
回
に
分
け
て
七
月
か

ら
に
な
り
ま
す
）

申
告
を
も
と
に
、
平
成
一
○
年
度
の

市
・
県
民
税
の
税
額
を
決
め
ま
す

口
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
を

支
払
っ
た
証
明
書
と
、
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
書
類
。
寝
た

き
り
老
人
な
ど
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
。

．:蕊〈誤馨彗一萱i患帛奎

臓卿魎嗣胴罰税理士の

関東信越税理士日立支部では、

所得税確定申告のための無料相談

を行いますので、ご利用ください。

[期日］ 2月26日（木）
［時間］ 午前9時30分から午後

4時まで

［会場］ 中央公民館
欺
齢
競
○
鹸
唖

4



斑

藤
野
汗

'鮠蹄繊:蛾I瞳憩躍'､鯨鯏騨鷺盤蕊醗;幾罐蕊t嚥裁篭＆. 坤斑鞭奄粥蕪，

納
税
は
小
さ
な
力
の
積
み
重
ね

や
が
て
大
き
な

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

■
税
務
署
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
送

ら
れ
て
き
た
人
。

■
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
人

確
定
申
告
が
必
要
な
人

■
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ
る
人

で
、
平
成
九
年
中
の
各
種
所
得
（
商
業
、

工
業
、
医
業
、
農
業
な
ど
）
金
額
が
、
所

得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
）
の
合
計
金
額
を
超
え
る
人

の
合
計
金
額
を
超
え
る
人

日
立
税
務
署
へ
…

日
立
市
若
葉
町
２
‐
１
‐
８

盃
０
２
９
４
‐
副
‐
６
３
４
８

次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
給
与
の
年
収
が
、
二
，
○
○
○
万
円
を
超

え
る
人
。

・
給
与
の
以
外
の
所
得
が
、
二
○
万
円
を
超

え
る
人
。

は
、

二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
《

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

《

申
告
に
用
意
す
る
も
の

税
金
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

市
・
県
民
税
の
申
告
に
用
意
す
る
も
の
と

同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
を
受
け
る
人
は
、
次
の
書
類
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

口
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本
。

口
住
民
票
の
写
し
。

口
売
買
契
約
害
、
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
害

の
写
し
。

口
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
。

口
源
泉
徴
収
票
。

年
末
調
整
に
よ
り
、
所
得
税
が
精
算
さ
れ

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
次
の
よ
う

な
人
は
、
申
告
（
所
得
税
還
付
申
告
）
に
よ

り
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
病
気
や
出
産
で
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
と
き
。

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
、
銀
行
な
ど
か
ら

住
宅
資
金
の
借
入
金
が
あ
る
と
き
。

◎
年
末
調
整
後
に
、
出
産
な
ど
に
よ
り
扶
養

親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
。

ー

本
人
、
ま
た
は
扶
養
親
族
の
所
有
す
る
資

産
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
必
要
な
住
宅
や
家

具
、
衣
類
、
現
金
な
ど
に
つ
い
て
、
災
害
に

よ
る
損
害
や
そ
の
後
片
づ
け
な
ど
の
た
め
の

経
費
は
、
雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
っ

て
軽
減
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限
は
、

申
告
期
限
と
同
じ
で
三
月
一
六
日
㈲
で
す
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用
し
て
い
る

人
は
、
四
月
一
六
日
㈱
が
引
き
落
と
し
日
に

な
り
ま
す
の
で
、
預
金
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
、
再
就
職
を
し

て
い
な
い
と
き
。

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
を
し
た

と
き
や
義
援
金
を
支
払
っ
た
と
き
。

＊
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、
金
融
機
関

の
口
座
へ
振
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

口
座
番
号
と
印
鑑
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人

所
得
税
の
納
期
限

ー

輪
が
で
き
る

「
平
成
九
年
度
税
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

高
萩
市
長
賞
受
賞
・
石
原
結
美
さ
ん
（
高
萩
中
二
年

IFFJ圃回圃團圏團翻

ノ

確
定
申
告
書
等
の

「
自
力
記
載
・
自
力
申
告
』

を
お
願
い
し
ま
す

日
立
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の
趣

旨
か
ら
、
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳
害
な
ど

の
提
出
書
類
を
自
分
で
正
し
く
作
成
し
、
郵

送
等
に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
く
「
自
力
記

載
・
自
力
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
務
署
以
外
の
申
告
会
場
で
も

言
自
力
記
載
・
自
力
申
告
」
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

確定申告をする人が申告しなかったり、

誤った申告をしたりすると、後で加算税や

延滞税を納めていただくことになります。

申告期間中に、正しい申告をお願いします。

◆加算税…不足税額の10％または15％

◆延滞税…不足税額について年利14.6％

I

I
｢消費税の確定申告の期間と納期限は､司
L--S月31日(火)までです｡-皇

5
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備
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えき

駆成10年高萩市消防出初式
､:難#"、
:弾〃 〈1月11日（日）＞

三日前に降った雪の影響で、出初式の会場が、高浜運動広場か

ら文化会館に変更になりました。式典には、市内に21ある消防分

団のみなさんがそれぞれの消防自動車で参加しました。

21の分団約350人の分団員は、それぞれに仕事を持ったなかで

分団の活動にあたられています。サイレンを聞き、 または連絡を

受けて火災現場に駆けつけての消火活動、厳冬の夜の火災予防巡

回、風水害時の防災活動など、いつ起こるか分からない災害に備

え、そして危険が伴う場で私たちの生活を支えています。

式典では、 これらの活動に奉仕の精神であたられているみなさ

んを顕彰し、 さらなる消防・防災活動の強化を再確認しました。

〆受賞者白 ＊ （ ）は分団、敬称略＊

◆日本消防協会長表彰

・功績賞鈴木幸市(15)

■

たかよし

・功労章鈴木淳一(1)､大部享克(20）

・永年勤続功労章(30年以上）

岩間輝亘（本部)、鈴木淳一(1)、

金沢和男(8)、鈴木幸市(15)、

廣木浩二(16)

・消防団分団後援会に対する感謝状

第1分団後援会、第2分団後援会、

第3分団後援会

◆高萩市長表彰

菅野弘(1)、大高忠明(2)、加藤充宏

(3)、鈴木健一(4)、田那辺義浩(8)、
たもつ

大高由夫(10)、関次男(11)、小野存

(12)、平沢信美(14)、作山洋見(15)、

鈴木盛次(17)、相川秋男(17)、鈴木

隆利(18)、鈴木武雄(19)、大部広喜

（20)、樫村市郎(21)

◆消防長消防団長表彰

第3分団、第18分団

◆消防団長表彰

第7分団、第4分団後援会、第5分

団後援会、第6分団後援会

あなたの尖j－簿手､鍵塁鐸ミL-『つけた尖は一塁;*#: : 'M"､霧轆謬塵:ち-や九了と 肖すまで
、

、

ノ壼
蓉
の 今年も恒例の春の火災予防運動が､ ：胤旧岩 ↑家のまわりに燃えやすいものを置かない。
(日)から3月7H(iz)までの一週間にわたり 用 2.寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

行われます。この運動は、火災が発生しやす 心 3.天ぷらを揚げるときは、その場を離れない｡＝
い時季を迎えて、火災予防思想のいっそうの 7 4.風の強いときは、たき火をしない。

普及と火災の発生を防止するために行われる 3 5子どもには､ﾏｯﾁやﾗｲﾀｰで遊ばせない
ものです。財産の損失や死傷事故を防ぐよう ボ 6.電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

多 7ｽﾄｰブには､燃えやすいものを近づけない十分心がけるようにしましょう。

=_ ~‐一一一一~γ〆- r, 卜

確こう覇2… "……- "』_…蕪,"”鰄
期 1､ 韻 '、 ､1 1 1 F, i乳1粥

､ 『 ､ ; ；I糠, ‘

／－－－ノの入賞者が決まし
、 一一

＜使い、たこ足配線はしない。

燃えやすいものを近づけない。

誇鯵毒嘩
／

（
L Z

★小学6年生の部★小学4年生の部

最優秀賞

豊田貴大（君田小）

｢寝秀寶1
豊田久美子（君田小）
ゆか

坂上由花（秋山小）
がくじ

|測本岳士（松岡小）

★中学生の部
最優秀賞

石井千恵（松岡中）

｢鳫秀冒
鈴木永吉（君田中）

柴田知樹（高萩中）
たくや

沼田卓恭（高萩中）

柴田翔（高萩中）

最優秀賞…早藤巧（松岡小）

｜優秀賞｜
かすみ

小池加紀（松岡小）

蛭田優子（松岡小）

古口渉（高萩小）

★小学5年生の部
最優秀賞

佐藤翔平（高萩小）

函

迫坪慶子（高萩小）

下山田理恵（松岡小）

沼田直之（松岡小）
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凱
Ｉ
や
Ｉ
ｆ
ｌ
ｊ
Ｋ
ｉ
い
乳
い
１
い
乳
い
ｌ
い
』
ｉ
ｆ
弘
ド
ｊ
Ｉ
陥
凱
ｆ
ｆ
ｊ
ｔ
ｊ
Ｋ
１
１
鳩
削
に
ｊ
ｊ
仏
Ⅳ
叩
凱
ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
ぃ
弧
ド
ｊ
Ｉ
ｆ
乳
ｆ
ｆ
ｌ
ぃ
乳
ぃ
１
ぃ
１
１
唯
剥
ｔ
ｊ
ｌ
ｆ
訓
Ｊ
陥
凱
Ｉ
ｆ
ｊ
ｆ
則
Ｉ
恥
１
ｔ
〆
Ｉ

「
令
《
釦
叩
士
〈
毎
回
垂
竪
琴
》
」
と

「
書
翻
謹
哩
霊
■
轟
彰
麦
通
譽
景
緑
十
字
銀
皇
に
輝
く

根
本
さ
ん
が
、
昨
年
の
二
月
に
文
部
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は
大
き
く
、

鮒
蕊

根
本
さ
ん
は
、
永
年
、
市
の
社
会
教
育
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
活
動
に
あ
た

の
ぼ
る

根
本
白
評
さ
ん
（
島
名
）
委
員
や
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長
、
青
ら
れ
、
現
在
は
、
高
萩
地
区
安
全
協
会
常

少
年
相
談
員
と
し
て
熱
心
に
活
動
を
続
け
任
理
事
な
ど
の
要
職
に
つ
い
て
活
躍
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
青
少
年
の
健
て
い
ま
す
。

川
田
川
凹

昨年の5月と11月の二度にわたって、カンボジアを旅

しました。

－度目は､ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄという偉大葱遺跡に糧{力
れて､そして二度目は､戦乱に明け暮れる日々の中で&．シ
生きることだけに精一杯であっても、澄んだ目をして微

雲
え

笑みながらはにかむ子どもたちのために、私自身、何か

をしてあげたいという気持ちにかられたからです。

ｶﾝポジｱは､タイとべﾄﾅﾑに挟まれた東南アジアア

噸墨篭瓊弼菟労WWW1'娚二②
ﾙﾜｯﾄの遺跡群は散らばって存在しています｡全体熱
で62ある遺跡の中でも､特にバﾝﾃｱｲ･ｽﾚｲ寺院とい

ﾀブﾛｰﾑには､何か神秘的な感じを受けました。 同＊

つ孟雪諏霊論澗:鮪溺繍蕊霧
ティェンティ

ご夫妻、 TIENGTY君、そして私の4人で、カントリーサ田
イドにあるロレイという小学校へ行ってきました。 所

そこは､古い寺の跡にポﾛポ□の儲と机撫べただ孝
けの所で、窓も天井もなく、積み上げられた煉瓦で仕切広
られた教室が3つあるだけでした｡それぞれの教室に70ズ
人、 45人、 45人の子どもたちが学んでいるのです。 〃_、
校長先生は、靴（サンダル）もはいていなく衣服もボ有

ﾛポﾛで､これが校長先生…といった感じでした｡子ど爵
もたちも他の先生たち（先生は、校長先生を含めて3人一

です)も同様でした｡ノートや鉛筆のたぐいは､もちろ毒
ん何もありません。 稿

私は、 LONGCHHAYAさんとTIENGTY君に通訳をしても ．

らって、日本から持っていったノートや鉛筆などを子ど

もたちに手渡しました。子どもたちに笑顔はなく、ただ

ただ手を合わせてオークン（クメール語で“ありがと

う”の意味）と言うだけでした。

豊富な物資に恵まれ、生きることの意味すら考えない

でいた私にとって、カンボジアは、何か忘れていたもの

…こさせてくれた国でした。今年の5月には、ま

▲
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
を
バ
ッ
ク
に
し
た
田
所
さ
ん

ー

中
加
配

鋤
鍼
唄
だ

き
〃
の
で
し

繩
峠
御
榊

飾
呼
会
人
開

蕊
の
㈹
で

識
Ｆ
蝿
榊
一

谷
室
交
関
チ

、

、

一

恥

Ⅸ

』

、

一

地
が
ビ

ｒ
口

ー

レ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

丁
な
ぜ

ひご協力ください。＊連絡先：田所さん丑24-4666(夜間）
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509人

の約6

1月15

会館で

た。式

校ごと

ぎやい

だ雰囲気のなかで、 3人の成人者に

20歳の抱負を寄せていただきました。

翁動でとう
新
鮮
な
感
動
と

喜
び
の
あ
る
生
き
方

尾
崎
由
美
子
さ
ん

（
島
名
・
君
田
中
卒
業
）

米
川
昌
志
さ
ん
（
高
萩
・
高
萩
中
卒
業
）
成
誌
毒

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い

水
野
か
ず
み
さ
ん

（
島
名
・
秋
山
中
卒
業
）

竺二

会からの自分

ただけでなく、

より磨きあげ

になりました。

しさの中で見

四月から幼稚

決まり、多少の

がら、成人とし

る社会人として

一卜しようとし

しかし、ついしかし、つい

み
ま
た
でりに

苦しんでいa"上で 僕たちは生

いだし、普段の生活の中にも新鮮な

感動と喜びがあるような生き方がで

きればと思います。また、他人と比

較ばかりしている小さな生き方では
まふ

なく、美しく、眩しいほどの笑顔を

いっぱい輝かせていきたいと、強く

感じています。

きているということを強く感じまし

た。

重度の障害を持ち、だれも迎えに

きてくれない人たち。その施設の近

くで我が物顔で歩く日本人観光客…。

数々の機会をつくってくれた「雲

枯の社会学」の著者との旅は、刺激

的でした。彼に感謝し、頼りになら

ないでしょうが、自分に出来ること

でボランティア活動に参加していき

たいと考えています。

最後に、いつも突然、旅に出てし

まう自分に協力してくれた両親に感

謝しています。

先日、成人式を終え

たばかりなので、 20歳としての自覚

が薄いのですが、これからの生活を

通して多くのことを学んでいきたい

と思っています。

例えば、全くといっていいほど関

心のなかった選挙です。今までは、

興味がなくても良かったかもしれま

せんが、成人した私にとって、生ま

れ育った高萩市のための重要なもの

になります。その選挙への参加も責

任ある行動を取り、高萩市の発展の

ために大いに協力していきたいと

思っています。

ー

年金は、 日本に住んでいる20歳から60歳までの人が’選挙権が得られます。選挙があるときは、住民登録をし

ている市町村から投票所入場券（ハガキ）が届きます。

若者の無関心さが話題にされていますが、棄権すること

なくあなたの意志を一票に投じてください。

★高萩市選挙管理委員会（庶務課内）内線312

意志を－票に 選挙嬢

薩

国民

加入

学生

期間

れな

することになっています。 もちろん、 20歳になった

も対象です｡国民年金に加入していなかったり、納付

(免除期間を含む)が25年以上ないと

くなりますので、ご注意を｡★保険卑蕊熱晶

参

－人一年金手帳諜
辱

年金

〃 ／

税金 趣味口座振替が便利 娼
感
に
な
っ
た
編
脅
…
“

鰯仕事に就いて給料を受けるようになると、税金を納める

義務が生じてきます。市・県民税は、職場で給料から引

く方法（特別徴収） と、個人で納める方法（普通徴収）

があります。個人で納める場合は、預金口座からの振替

えが便利です。★税務課内線204

の終えた夜の時間を、仕事'

せん力

耆道・

活動α

★勤蔑

･

の

動。ホームでは、茶道

料理・生花教室を開

拠点としても、活用してくださし

労青少年ホームa23-7177



…
人件費の状況（普通会計決算） 〈8年度＞

部門別の職員数
蕊 (各年4月1日現在）

職員数(人) |対前年増輔
7年度 8年度'9年度' 7幟 8鞭 9鞭8年度 9年度7幟8鞭7年度

5 頁一 一

73 － 3

1741a1

5誇
羅
瞬
琢
紅
埜
匙
扉

同L

住民基本台帳人口 ｜ 歳出額④ ｜ 人件費⑧
| 平成9年3月3旧現在35,780人|129IE7,343万9千円| 241E9,257万8千円

人件費率鬼7年度の人件費率
19．2％ 19．7％

70 73

Ⅳ
｜
型

８
５
１
２般

行
政

型
－
５５O 三_ 一1

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます

５
｜
弱
一
謁
岨

D ５

誕

O

仙

拓
一
肥

－

土木34 35 40- 5

民生34 35 36 - 1 1

衛生18 19 18- 141

計20921321841 4 5

教育84 87 88△4 3 1

計 84 87 8844 3 1

計29330030645 7 6

水道14 17 17- 3-

そ0il 18 18 17一 一△l

計 32 35 34- 341

計32533534045 10 5

ｌｌ１４

ニ

△1
三上

同｜

87 88

300306

抑一弘｜Ⅳ｜Ｆ

拓一昭｜Ⅳ繩

一般行政職の級別職員数
※高萩市の給与条例

に基づく給料表の

級区分による職員

数です。標準的な

職務内容とは，そ

れぞれの級に該当

する代表的な職名

です。

1級’ 2級’ 3級’ 4級’ 5級’ 6級 7級 8級｜ 計

標準的

な職務

内容
蕊禰育

鋤

軒

弘

秘

主事

技師

係長

主任

課長補佐

係長

課長

副参事

匡
正
壼
尹

部

参
係長主幹

鐸

蝿

58人

27.4％

23人’ 21人
10.9% 9.9%

14人

6.6％

48人

22.6％

人
吻

ワ
ー
。

○
白
リ
ムー

14人

6.6％

人
％
２
０
１
０
２
１

合計

蓮哩
等制)1M

合

総
給与費<9年度〉

職員数

（動 |鱸た雛
給

給 料

与 費

職員手当 期末勤勉手当 計G
※職員数は、一般職に属する職員数
であり、地方公務貝の身分を保有
する休職者や派遣職員などを含
み、臨時または非常勤職員を除き

ます。

…

312人| 11g9,589万9千円| 1E7,728万9千円 51:6,753万2千円 191:4,072万円 622万円

擬職員手当には、退職手当は含みません。 また、給与費は、当初予算に計上した額です

昇給期間短縮の状況平均給料月額と平均給与月額、平均年齢 <8年度〉

’一般行政職の職員数 （ヨ 244人

普通罰総期間"同一型目Iを鯉総 叩人して昇給した職員数⑧

比率⑧/③ 1｡1%

職員の経験年数別と学歴別平均給料月額 職員の初任給

経～

ー

経験年数とは，卒業後ただちに採用され引き続き

勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

●扶養・住居・通勤手当
（国の職員と|司じ）

特別職の報酬など ●'特殊勤務手当（8年度）

・職員全体に占める手当支給職員の割合…21.4％

・支給対象職員一人当たりの平均支給年額…74,033円

・手当の種類…市税事務や社会福祉業務、交通安

全指導業務など13種類。

●時間外勤務手当

-.各職の職員手当。

●退職手当（国の職員と同じ）

●期末・勤勉手当…9年度支給割合
（国の職員と同じ）●その他の加算措置

●定年前の早期退職者に、 2～20%

を加算。

・退職時に､特別昇給（1号給)あり。

9

、 一般行政職

平均給料月額|平均給与月額平均年齢

高萩市'338,425円'381,931円42.01歳
国 ’309,392円'－－～－－'39.01歳

技能労務職

平均給料月額|平均給与月額|平均年齢
263,083円'284,470円'40.04歳

280,347円'一'47.08歳

一般

行政職

稽謹聯｣鋸｡s00円'鱸｡3"H

大学京一卜．

高校卒139,300円

171,00()円

高萩市

採用2年経

過日給料額
初任給

184,800円

148,900円

国

初

171、

任総鰕灘’
1

000円184,800円

139,300円148,900円

135,800円145,300円

10年

一般

行政職

技能労務職

(高校卒）
203,300円243,200円

大学卒294,500円

高校卒249,300円

15年

33(),700円

302,400円

20年

385,600円

345,100円

277,900円

市長

助役

収入役

議長

副議長

議員

給料月額等

845,000円

695,000円

635,000円

455,00()円

〕95,(〕00円

375,000円

期末手当

)9年度支給割合

6月期 1．6月分

[2月期 1.9月分
3月期0.5月分

斗 4.0月分ロI

扶養手当

住居手当

通勤手当

内 容

配偶者

配偶者以外の扶養親族

その他の扶養親族

持家

借家

交通機関利用者

自動車等交通用具使用者
8年度

7年度

支給総額

6,052万円

5.954万円

職員1人当たりの支給年額

473,000円

431, ()()0円

支
縮

勤続2()年

勤続25年

勤続35年

最高限度額 60.0月分

自己都合

21.0月分

33.75月分

勧奨･定年

28.875月分

44.55月分

47.5月分 62.7月分

7月分

期末手当

勤勉手当

6月期

1.6月分

0.6月分'0.6月分’ 一

12月期 3月期

1.9月分0．5月分

計

4.0月分

1．2月分



~圏圀圃仕事ですか?②
幼稚園や小・中学校の

適正な運営に取り組んでいます

学校教育課学務係内線482

就園・就学のための準備や転

入・転出、学級編制､学校安

鷺 全会などの事務を行っていま
轤碓

‐

す。
灘

#灘

●聞き手 ●教育委員会学校教育課

学務係長
大内信子さん

神代紀雄
（高萩）

ｰ

職員
一

陸朧

入学式を終えて学級担任の先生からお話を聞く新入学

児童（昨年の秋山小学校)。新入生に限らず小・中学

校の学級編制は、 1学級40人の基準で行っています。

_弓釘

r

鍵鑿黛

蕊

Ｑ
・
学
校
教
育
課
と
聞
く
と
、
何
と
な

く
難
し
い
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
。

Ａ
，
学
校
教
育
課
で
は
市
内
の
幼
稚
園

や
小
・
中
学
校
に
関
係
し
た
仕
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
に
は
指
導

係
と
学
務
係
が
あ
り
、
指
導
係
で
は

先
生
方
の
研
修
や
訪
問
指
導
な
ど
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の

所
属
し
て
い
る
学
務
係
で
は
、
就

園
・
就
学
の
た
め
の
準
備
や
転
入
・

転
出
、
学
級
編
制
、
学
校
安
全
会
な

ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
や
小
・
中
学
校
の
適
正
な
運
営
に

あ
た
っ
て
い
る
行
政
の
窓
口
と
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

Ｑ
，
そ
れ
で
は
、
年
度
の
切
り
替
え
の

時
は
忙
し
く
な
り
ま
す
ね
。

ー

Ａ
・
そ
う
で
す
ね
。
四
月
は
会
社
の
異

動
の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
転

入
・
転
出
の
手
続
き
で
窓
口
が
混
雑

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
就

園
・
就
学
の
た
め
の
準
備
と
し
て
健

康
診
断
や
就
学
通
知
書
の
発
行
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
年

度
末
を
迎
え
て
教
職
員
の
配
置
な
ど

も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
と
調
整
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
忙
し
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
・
学
級
編
制
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
ま
す
か
。

Ａ
，
現
在
の
文
部
省
の
基
準
で
は
、
一

学
級
四
○
人
の
児
童
・
生
徒
の
数
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
学
級
編
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
基
準
日
は
五
月
一
日
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
Ⅱ
ま
で

児
童
・
生
徒
の
転
出
入
を
調
整
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
，
学
校
関
係
で
は
調
整
す
る
仕
事
が

多
く
て
大
変
で
す
ね
。
幼
稚
園
で
は

私
の
子
ど
も
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

就
園
奨
励
費
補
助
金
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ａ
，
は
い
、
就
園
奨
励
費
補
助
金
に
関

す
る
仕
事
も
私
の
係
で
行
っ
て
い
ま

す
。
小
学
校
へ
入
る
前
の
準
備
と
し

な
じ

て
、
早
く
か
ら
集
団
生
活
に
馴
染
め

る
よ
う
幼
稚
園
へ
の
入
園
を
奨
励
す

る
た
め
の
補
助
金
で
す
。
所
得
に
よ

る
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
み

な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

'0



交通事故相談

2／17(火)午前10～午後3時／市民相談室

口生活環境課内線362※この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階盆029

225-2803／弁護士相談は水曜日午後1～3時く

行疎楯談臼 岡“ ” ( 1 ､ ,""

2／12(木)と26(木)午後1～3時／市民相談室

／鈴木清相談委員狂22-2095口秘書課内線252

楠装具の巡回祖談

2／27(金)午前9～12時／北茨城市心身障害

者福祉センター口福祉事務所内線353

家庭児童相談

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

J画酉日ごと相談

木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354

醗鬮鵬甘
＃
お
正
月
の
し
め
な
わ
作
り

P

●
合
今

［
緬
症
竈
嘩
”
］
（
第
４
期
）

国
民
年
金
（
２
月
分
）

中央公民館では、お正月を間近に控えてしめなわ

家族連れなど約50人が参加しましたc作りが開かれ、家族連れなど約50人が参加しました

会場では初めて体験する参加者も多く見受けられ、

材料のわらの扱いにとまどいながらも、講師の沢田

留さん(中戸川）と弓野重春さん(中戸川)の指導で、

足や手をじょうずに使いながらそれぞれ立派なしめ

なわを完成させました。 ー
ことばの教室高萩小学校窓234240

ざ子ども（小・中学生）相談辮繍識繍

教育委員会学校教育課狂23 1135

健康・育児相談M獄』::":職騨:繍灘
月曜日午前9～11時口保健センター盆24-2121

なんでも食事相談（予約制); ::1,"%"

毎月第3月曜日午前10～11時口保健センター

狂242121

人権相談鷺蕊上 ;吟- 鈴木廣美狂28-0103

岡野邦弘盃23-2525大平喜美子公22-4128

大森啓三窓23 1245大部智江狂28-0306

‐身体障害書相談 椎名修盆22-2419

郡司寅松公23-0687 鈴木康彦盆234316

精神薄弱者相談沼田うた子窓22-4544

年金相談f玄簿' 》罐蕊午前10時～午後3時

・常陽銀行高萩支店冠22-2160“3／13(金）

・茨城銀行高萩支店恋222028…3／4(水）

・茨城ひたち晨業協同組合高萩地区支店

金22-3617…平日午前9～午後4時

障害幼児親子教室（予約制)II鱗織溌リ

■自閉傾向のある就学前の子とその保護者が

対象／毎月第2 ． 4金曜日午前10～12時口県

中央児菫相談所日立分室狂0294220294

精神保纒相談（予約制）

2／25， 3／4 ． 11 18の水曜日午後1～2

時口日立保健所窓0294-22-4188

司法＝士相談 毎月第2水曜日

午後1～5時／茨城司法書士会迂029-225-0111

で
す
。
納
期
は
、

賀
詞
交
換
会
で
新
年
を
祝
う

で
す
。

新年恒例の賀訶交換会が高萩ビーチガーデンで開

かれ、市内外から約270人のみなさんが出席しまし

た。発起人の大久保市長は「社会経済が不安定な年

明けとなりましたが、ふるさと高萩の発展に向けて

引き続き全力投球で取り組んでいきます」とあいさ

つ。出席したみなさんとともに、新しい年の門出を

祝いました。

恥
・
毎
週
猟
郡
師
円
Ｉ
時
ま
で

）

高
齢
者
大
学
で
「
新
年
の
語
ら
い
」

脈

中央公民館では、大久保市長を講師に招いて「新

年の語らい」を開きました。これは、高齢者大学新

春大会として開いたもので、会場には約150人の受

講生が出席。市政運営についての考えや（仮称）総

合福祉センターなど市が取り組んでいる大きな事業

についての説明などがあり、出席したみなさんは熱

心に耳を傾けていました。

璽魁rす〕
［敬称略悩譲ず相談を。 “ ；

i i ｝
八
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シンプルな服作り
青山和代さん（高萩）

●

★友人や知人から頼まれて子ども服などを作られて

いますね。服作りは、いつから始めたの？

息子が生まれた11年前です。子どもは、すぐに服

を汚しますから枚数が必要です。さらに洗濯に強

く遊びやすさの点ではシンプルなデザインが良い

と考えて､本を参考に作り始めました｡依頼を受け

始めたのは、 5年前にフリーマーケットに出した

ことがきっかけで、声がかかるようになりました。

★年間、何枚くらい作るのですか？

フリーマーケット用には、服と小物を合わせて百

点ほどです。昨年、依頼を受けたのは40点ほどあ

りました。また、息子たちのズボンも作りますね。

★服作りの基本や縫うときに気をつけることは何？

素材は全て木綿を使い、長く着られるデザインで

洗濯に強いことが基本です。気をつけていること

は着る人に月脅鯏誌柵建巽

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

＃
■
。
■
犀
雲
■
■
■
垂
■
』
》
認
一
“
》

、

破
ッ
リ
と
し
向
。
の
、
張
も
る
ど
。

、
テ
・
あ
、
す
の
ね
い
は
緊
に
れ
子
す

と
ス
ね
も
服
ま
術
す
密
揃
時
と
感
ら
い
で

慮
や
す
ど
の
い
技
ま
お
た
い
実
。
れ
愛
と

配
強
で
な
戦
て
は
り
で
れ
た
充
す
触
可
こ

の
補
と
文
挑
っ
望
が
子
さ
え
、
ま
？
に
も
る

へ
の
こ
注
？
初
作
要
な
親
頼
応
が
れ
は
布
で
め

蕊 鷺

蕊
ロ

一同協議会のメンバーは7人です。瀞鍛

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉

事
業
法
に
基
づ
く
社
会
福
祉
法
人
の

一
つ
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
や
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
会
福
祉

関
係
者
な
ど
の
参
加
と
協
力
を
得
て
、

地
域
で
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
問
題
を
、
市
全
体
の
問
題
と
し
て

捕
ら
え
、
み
ん
な
で
考
え
・
学
び
・

話
し
合
い
・
協
力
し
て
解
決
を
図
っ

て
い
く
市
民
主
体
の
組
織
で
す
。

同
協
議
会
で
は
、
援
護
を
要
す
る

お
年
寄
り
や
障
害
者
な
ど
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
『
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業
」
、
相
互
支
援
の
精
神
の

も
と
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
る
『
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
｜
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

鳶

鷺

霧

へ
の
食
事

お
年
寄
り

ス
、
仕
事

が
ら
子
育

サ
ー
ビ
ス

世
帯
な
ど

幅
広
い
サ

ボ
ラ
ン

や
手
話
、

本
の
読
み

な
ど
を
活

た
市
内
こ

れ
に
合
っ

的
に
進
め

同
協
議

力
を
得
な

暮
ら
せ
る

向
け
て
努

＊
福
祉
事
一 事

(_ノ

蔦
が

サ
ー
ビ
ス
や
寝
た
き
り
の

り
な
ど
の
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

事
と
家
庭
の
両
立
を
図
り
な

育
て
が
で
き
る
子
育
て
支
援

ス
、
障
害
者
や
母
子
・
父
子

と
へ
の
各
種
援
助
活
動
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
ま
す
。

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
点
訳

、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
絵

み
聞
か
せ
、
施
設
訪
問
活
動

沽
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

二
九
の
支
部
で
は
、
そ
れ
ぞ

っ
た
地
域
福
祉
活
動
を
積
極

め
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
み
な
さ
ん
の
協

だ
れ

な
が
ら
〃
誰
も
が
安
心
し
て

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〃
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

手
務
所
わ
き
窓
四
‐
８
３
４
１蕊

画プ

鍵今月のFaMEr*
１家業
一
一
一
年
目
を
迎
え
た

壷
辰

シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培

ｆ

梶
山
治
さ
ん
（
石
滝
）

『
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
』
が
昭
和

四
九
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
、
こ
れ
を
期
に

シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
大
き
く
注
目
さ
れ
、

特
に
贈
答
用
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
市
内
で
も
シ
ク
ラ
メ

ン
の
栽
培
農
家
が
多
く
、
農
業
を
志
す

梶
山
さ
ん
も
先
輩
に
誘
わ
れ
て
始
め
、

今
年
で
二
一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
需
要
が
多
く
市
場
の
値
も
上
々
で

し
た
が
、
今
は
当
時
の
よ
う
な
訳
に
は

行
き
ま
せ
ん
ね
。
販
売
ル
ー
ト
は
あ
り

ま
す
が
、
市
場
は
品
質
に
厳
し
い
目
を

向
け
て
き
ま
す
か
ら
気
は
抜
け
ま
せ
ん

病
害
虫
や
夏
季
の
高
温
多
湿
に
よ
る
影

識

蕊綴溌
壷惣

癖期
鰯鰯

' 2
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鵬一）勺

作家
漁
ち

識

と

溌
一学習、－ボランティアの実践を

e

●

■

●

●
●

●

● ： ：写真家

§ （石滝）日本写真家協会(J.P.S. )会員

日本写真協会(P.S. J. )会員G，

③
北欧の自然に魅せらオ(て

北欧の風景、特にスウェーデンにおける写真のスミ

ペシャリストとして、 さらにパノラマ写真の第一人§

者として世界的に名を馳せているフリー写真家の糸§

数さん。スウェーデンの大学留学をきっかけに移住§

し、現在は、ストックホルムと東京にそれぞれ事務；

所を置いて活動し、東京や名古屋、大阪などで開催；

した北欧の個展は、 20数回を数えます。また、各種：
出版物への執筆や､｢白夜の国の妖精たち』 『MIDMG;

HTSUN」など写真集も7冊に上っています。

海外取材や執筆などで多忙を極めている中、今の；

時期!を自漁箕過ごされているとのことでお伺いする；
と、釘や金槌を手に自宅のテラスを造られていると ：

ころでした。奥様（タペストリー作家）用のアトリ ：

エも、スウェーデンから材料を取り寄せて、 自ら手；

かけたログハウス。ペンキで染まった作業服で材料：

調達に出歩くため、周囲には、大工さんに間違えら ：

れることも少なくないとか。

「物造りが好きなんです。自宅で過ごす数か月間：

は、趣味を楽しみ寛ぐ時間と決めていますので、仕：

事用のカメラ聡算はあ
りません」と微笑まれ

ました。

日本を出て放浪中の

21歳のときに見た白夜

やオーロラに感動し、

これをきっかけに写真

の世界に入られた糸数

さんは、 「特殊な自然

環境にある北欧の魅力

は、尽きることがあり

ません」 と、 目を輝か

せていました。

生
涯
学
習
の
基
本
は
、
自
主
的
な
活
動
で
す
。
こ
の

た
め
「
ひ
と
り
、
一
趣
味
、
一
ス
ポ
ー
ツ
、
一
学
習
、

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践
」
を
合
い
言
葉
に
、
何
か
を

学
び
た
い
、
始
め
た
い
人
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
た
め
、
平
成
六
年
度
か
ら
生
涯
学
習
の
市
民
指
導
者

を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
市
民
指
導
者
の
登
録
も
年
々
増
え
続
け
、

平
成
九
年
一
二
月
現
在
で
二
○
人
の
み
な
さ
ん
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
「
竹
細
工
」
や
「
し
め
縄

づ
く
り
」
な
ど
を
始
め
、
市
民
生
活
や
家
庭
生
活
、
文

化
、
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
技
術
な
ど
の
幅
広
い
分

野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
指
導
者
の
多
く
は
、
公
民
館
や
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
な
ど
の
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
は
、
仲
間
同
士
が
身
近

な
地
域
の
集
会
所
に
集
ま
り
、
そ
こ
へ
市
民
指
導
者
を

歩
き

み
・
ふ
れ
る
自
分
探
し
の
旅

ー

：
・
生
涯
楽
習
◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
窓
銅
‐
１
１
３
１

招
い
て
学
習
す
る
、
と
い
う
自
発
的
な
学
習
が
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
、
地
域
に
市
民
指
導
者
を
招
い
て
、
自
主
的
な
生

涯
学
習
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
一
趣
味
、
一
ス

ポ
ー
ツ
、
一
学
習
、
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践
の
た
め

の
き
っ
か
け
を
作
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
え
る
人
も
教
わ
る
人
も
、
生
涯
学
習
の
主
役
は
、

い
ず
れ
に
し
て
も
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
『
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
』
気
の
合
っ
た
仲
間
た
ち

と
好
き
な
時
に
、
好
き
な
所
へ
集
ま
り
、
好
き
な
こ
と

を
お
互
い
に
学
習
す
る
場
を
、
少
し
で
も
多
く
作
り
出

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
、
も
っ
と
幅
広
い
分
野
で
の
市
民
指
導

者
の
登
録
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の
人
生
の
貴
重
な
経

験
や
技
術
を
市
民
指
導
者
と
し
て
登
録
し
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

~

｢MIDNIGHTSUNjから
一一一

〆

認
東京電力;TEPCa出前寄席』＊入場無料

！ ､りふねていせん砿
＊出演＊入船亭扇遊、柳家小のり

目洲|:概蕊囎刷僻．
□2/17(火)…中央公民館 18:00開演

響
を
い
か
に
回
避
し
、
完
成
度
の
高
い

も
の
を
生
産
す
る
か
が
課
題
で
す
。

毎
年
、
八
千
鉢
ほ
ど
生
産
し
て
も
満

足
で
き
る
も
の
は
、
数
十
鉢
で
す
。
他

の
農
場
と
比
較
し
て
は
、
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
す
」
と
、
梶
山
さ
ん
は
、
厳
し

い
自
己
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

逸
品
に
値
す
る
〃
バ
ラ
ン
ス
良
く
付
い

そ
ろ

た
葉
と
良
い
花
形
の
花
が
咲
き
揃
う
こ

と
〃
を
栽
培
目
標
に
掲
げ
て
い
る
た
め

で
す
。今
、
梶
山
さ
ん
は
、
仲
間
で
研
究
会

を
開
き
、
栽
培
技
術
や
経
営
手
法
な
ど

の
情
報
交
換
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
芽

が
出
た
ば
か
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鉱
の
も
よ
お
し
，
伽

☆2/16(月)～3%12(木) 9 :00～18:30

☆みよし手綱牌ギャラリー

墓
日立セントラル畷画会

『金田二少年の事件簿卿モスラⅡ』
□3/8(日)…文化会館 10:00開演

18



まちの情報をお寄せください。

諏聴蠕繍期‘“
＝八

a23-1151, 1152 a24-0019

高萩市役所の郵便番号は、318-8511です〈

…蕊 .､‘露雛

元旦の日の出とともに繊謝，月,日(木) || ｜
はまかL， ミ 、

高浜町の濱会では1年間の無演息災を祈念して、元旦の

Ⅱ|元旦の日
華

日の出とともに神輿を海に縄，識す「神輿渡御」を行いま烈・ ｡H1

した｡ｫ今回で4回目に漁鐙綴り譲認きい職会をはじめ蕊"■r
内心神輿愛好湾な:ど蕊斑諏溌謹軸師矧の職を見る｛だ騒魚且!＞
集まった大努め八℃”鏡蕊篭撚溌蕊の財$いがﾘ’声海ど唾ミ
に半裸で海に神輿を燦り.:蔑凝諭迩い年の始まりを祝い罰〃
Lな JJIJ蕊":･F§戸

曙鯉韓貼

溌

騒漁

鍵

ｰ

14



1月1日現在

削胤35,299ム ロ
（＋10）

号②17,406人{+2）
且③ 17,893人’十8）
合鰯’1,684世帯(+71

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
■
■
■

１
１
１
１
１

まちa

;J J上烏名地区古来伝統習慣伝承会では、恒例
'くく ' :､ ､

の:胴繭玉飾’り餅｣を身体障害者療護施設＃愛
正翻，と高萩警察署に贈りました6これは､

燕認Ⅱ函域どに“けされた繭玉“う

悪■強？《“迩穀豊穣や》家内喪全を願って伝
漣:ぢ漉迩いる:伝統行事です．‘今興で17回目に

“違い暉正餌“園生と'司会のみ
な,さ｛んがいっしょに飾り付けを行いました6#

鴬

ノ
瀞

詮
慰

灘灘紬|心馬

鴬
LP

黙調

灘蕊
社会福祉協議会上島名支部では、地域内の

んぼで「烏追い」を開きました。竹や笹で

まれた小屋の中にはいろりが作られ、豚汁

どを手にした子どもたちでにぎわっていま

た。また、持ち寄られたお正月のしめ飾り

、プラスチックの飾りや金属などを外して

屋の周りに掲げられ、小屋に火が放たれる

竹のはじける音とともに、勢いよく炎が上

って夜空を焦がしていました。

田
組
な
し
は
小
と
が

烏追い

1月14日(水）

薄
f墓
P 炭鉱の一つの歴史を著す

のぶお

、 北畠暢男さん(本町)が

”

,， ./､雫

&J= 星

識篭

終戦直後の復員の様子、そして高萩炭鉱に就職した

昭和21年から同23年までの炭鉱の様子を記した『ちぎ

れ雲』。戦後の民主化の波に

蕊
炭鉱の様子と、千代田鉱業所

で起きた乱闘事件について、

時の日記をもとに綴っていま

「自分の生きてきた証しを残

したい」という北畠さんは、

これまでも戦中史や趣味の

川柳など5冊の本を著して

います6

篭

雰地雰地

I5



保
留
地
を
分
譲
し
ま
す

区
画
整
理
課
内
線
４
３
２

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

の
保
留
地
１
区
画
を
分
譲
し
ま
す
。

■
所
在
大
字
高
萩
字
込
田
（
記
街

区
７
番
画
地
）
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

■
面
積
Ｂ
Ｏ
Ｂ
・
開
㎡
（
約
肥
坪
）

■
金
額
９
４
’
０
０
０
円
／
㎡

（
３
１
０
，
７
０
０
／
坪
）
。

■
申
込
期
間
２
月
旧
日
側
か
ら
訂

日
悶
ま
で
。
※
土
・
日
曜
日
は
除

く
Ｏ

■
申
込
要
件
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
、
住
宅
な
ど
の
建
築
計
画

の
あ
る
人
。

学
校
教
育
課
窓
お
‐
１
１
３
５

現
在
、
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
採
用
１
年
目
の
先
生
を
対
象

と
し
た
「
初
任
者
研
修
』
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
任
の
先
生
の
指
導
や
、

校
外
に
出
張
し
た
後
の
子
ど
も
た
ち

の
指
導
に
あ
た
る
非
常
勤
講
師
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
育
児
休
業
な
ど
で
休
む
先

生
の
代
わ
り
に
授
業
を
担
当
す
る
常

小
・
中
学
校
の
講
師

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
恋
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

市
民
体
育
館
容
謁
‐
２
５
５
２

■
と
き
３
月
閉
日
㈱
か
ら
船
日
附

ま
で
。

■
会
場
山
形
県
天
元
台
ス
キ
ー
場
。

■
内
容
基
礎
ス
キ
ー
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
者
小
学
５
．
６
年
生
、
中

学
生
。

■
募
集
人
員
妬
人
。
※
定
員
を
超

え
た
と
き
は
抽
選
。

■
受
講
料
１
３
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。

※
傷
害
保
険
料
を
含
む
。

■
申
込
期
間
２
月
Ⅳ
日
㈹
か
ら
幻

日
㈱
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
。
※
日
．
月
曜
日
は

除
く
。

■
申
込
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後

Ｂ
時
釦
分
ま
で
。

少
年
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者

ー

秘
書
課
内
線
２
５
２

■
と
き
２
月
”
日
陶
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
。

■
会
場
市
役
所
の
市
民
相
談
室
。

■
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所
属

の
弁
護
士
。

■
定
員
Ｂ
人
。
※
先
着
順
。

■
申
込
２
月
別
日
㈹
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

無
料
の
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
内
線
３
５
４

■
と
き
３
月
６
日
鯛
、
旧
日
窃
、

即
日
勘
の
３
日
間
。

■
会
場
中
央
公
民
館
。

■
内
容
介
護
知
識
と
技
術
に
関
す

る
講
習
会
。

■
対
象
高
齢
者
や
障
害
児
㈲
を
抱

え
る
家
族
や
、
介
護
に
関
心
の
あ

る
み
な
さ
ん
。

■
募
集
人
員
約
釦
人
。

■
参
加
費
無
料
。

■
申
込
２
月
幻
日
勘
ま
で
に
、
電

話
で
ど
う
ぞ
。

福
祉
講
座

『
く
ら
し
に
活
か
す

介
護
教
室
』

勤
の
講
師
も
募
集
中
で
す
。

特
に
、
今
年
度
末
に
退
職
す
る
人

や
、
過
去
に
教
職
の
経
験
の
あ
る
人

な
ど
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

二コ 鼬
辮
瀞
・
胆 度のガ覚せい剤等薬物乱用防止フォーラム夢＃

ｴ

●とき 2月22日（日）午後2時から4時まで。

●会場文化会館。

●講師作家安部讓二さん。

●入場料無料。

○高萩・北茨城・十王ライオンズクラブ

●募集隊・バンビー（幼稚園年長） …”

・ブラウニー（小学校1～3年）

・ジユニア（小学校4～6年） ・

“シニア（中学校1～3年）…．

・レンジャー（高校1～3年） ・

●申込締切り 2月末日。

○事務局水上和子さん恋23-2740

若干名

8人

若干名

若干名

若干名

『環境問題を考える』講座を開設
h■

●とき 3月15日（日）午後2時から4時まで。

●会場中央公民館大会議室。

●内容環境問題に関する講演会を聴講し、その実践活動

として「工コバック（写真・無料配布)」のモニターや

アンケートなどに協力してい

●講師廣戸京子さん（茨城県

環境アドバイザー)。

●演題 「ごみ減舅化、循環型

社会の構築をめざしてl 」

○高萩青年会議所佐川宏之さ

ん恋232585(茨城商事(有)）

働きながら学べる通信制！

茨城県立水戸南高等学校通信制課程

●願書受付期間 3月3日（火）から27日（金）まで。

※4日（水）と14日(土)、日曜祝日を除く。

●受付時間午前9時から午後5時（土曜日は正午）まで。

●提出書類願書などの必要書類は、直接来校するか、本

校用意の返信用封筒に貼るための郵便番号と住所、氏名

を明記した紙片と切手190円を同封して申込みください。

○茨城県立水戸南高等学校（〒3100804水戸市白梅2－

10-10） 盆029-2474284. 6173
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生
涯
学
習
課
内
高
萩
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
盆
謁
‐
１
１
３
１

■
と
き
２
月
盟
日
⑧
午
前
旧
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
。

■
会
場
中
央
公
民
館
調
理
室
。

ヨ
ー
リ
ー
、
ス
ン

■
講
師
眺
例
珍
（
生
田
目
洋
子
）
さ

ん
。

■
内
容
海
老
料
理
な
ど
、
上
海
の

家
庭
料
理
Ｂ
品
。

■
募
集
人
員
先
着
釦
人
。

■
参
加
費
１
，
０
０
０
円
。

■
申
込
電
話
で
ど
う
ぞ
。
な
お
、

当
日
は
、
ス
リ
ッ
パ
持
参
の
こ
と
。

文
化
交
流
会

『
第
７
回
グ
ル
メ
講
座
」

小
・
中
学
校
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
念
羽
‐
１
１
３
１

市
民
体
育
館
念
空
‐
２
５
５
２

小
・
中
学
校
の
運
動
場
や
体
育
館
、

高
萩
中
学
校
の
武
道
場
を
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
に
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

■
対
象
団
体
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
在
勤
・
在
学
す
る
人
た
ち
が
組

織
し
、
そ
の
団
体
に
管
理
者
と
し

て
成
人
が
含
ま
れ
て
い
る
旧
人
以

上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
。

■
開
放
期
間
５
月
１
日
㈱
か
ら
平

成
川
年
４
月
釦
日
陶
ま
で
。

■
開
放
時
間

〈
月
ｌ
金
曜
日

土
体
育
施
設
の無
料
開
放

曜
日

旧
時
’
四
時

旧
時
ｌ
副
時

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
受
け
付
け

※
こ
の
時
間
帯
に
か
か
わ
ら
ず
、
学

校
教
育
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
範
囲
に
お
い
て
開
放
し
ま
す
。

■
申
請
範
囲
原
則
と
し
て
学
区
内
。

■
申
請
方
法
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
３
月
叩
日
㈹
ま
で
に
市

民
体
育
館
へ
。

高
萩
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

恋
調
ｌ
ワ
４
１
２

■
対
象
年
度
平
成
旧
年
度
の
１
年

間
。

■
受
付
期
間
２
月
Ⅲ
日
㈹
か
ら
旧

日
嗣
ま
で
。
※
土
。
日
曜
日
と
祝

日
を
除
く
。

■
受
付
時
間
午
前
ｇ
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
。
※
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
を
除
く
。

■
申
請
書
類
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
受
付
場
所
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
《

■
提
出
方
法
持
参
の
み
受
け
付
け

ま
す
。

｛
日
曜
日

第
２
．
４
土
曜
日
９
時
’
四
時
一

く
■
ら
口
し

９
時
’
四
時

ー

老
人
健
康
手
帳
の

「
最
新
版
」
と
の取
替
え

保
険
年
金
課
内
線
２
３
３

現
在
使
わ
れ
て
い
る
健
康
手
帳
に

は
、
医
療
保
険
・
老
人
保
健
制
度
改

正
に
よ
る
薬
剤
や
外
来
、
入
院
な
ど

の
一
部
負
担
額
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
制
度
改
正
後
の
『
最
新

版
』
を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
取
替

え
を
行
い
ま
す
。
今
使
わ
れ
て
い
る

健
康
手
帳
を
、
保
険
年
金
課
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
の
健
康
手
帳

は
、
確
認
後
、
お
返
し
し
ま
す
。

■
受
付
日
２
月
９
日
側
か
ら
．

生
活
環
境
課
内
線
３
６
２

団
体
加
入
の
場
合
は
、
１
人
に
つ

き
釦
円
の
報
償
金
が
出
ま
す
の
で
、

手
続
き
に
来
ら
れ
る
人
は
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
会
費
（
１
年
間
）

・
大
人
９
０
０
円

・
中
学
生
以
下
５
０
０
円

■
申
込
受
付
場
所
生
活
環
境
課
。

（
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
）

■
共
済
期
間
平
成
旧
年
４
月
１
側

㈱
か
ら
１
年
間
。

■
万
一
の
時
の
お
支
払
い
見
舞
い
金

・
死
亡
百
万
円

・
最
高
障
害
釦
万
円

・
身
障
見
舞
い
金
印
万
円

県
民
交
通
災
害
共
済
の

加
入
受
付
け
中

繍灘灘蕊鍵灘灘鱗灘驚蕊驚懲

。ｰ日ロ 第14回高萩市望み会カラオケ・舞踊発表会 高萩ソフトボール少年団の団員募集中

●対象新3 ． 4 ． 5年生の男子と新3 ． 4年生の女子。

※サウスポーの人、大歓迎。

●活動場所松岡小学校校庭や小島団地運動公園。

●活動時間土曜日の午後1時30分から4時30分までと、

日曜日の午後1時から4時まで。

●会費入会金は1 ,000円（登録料と保険料)。少年団費

は月1 ,000円。

●申込方法申込用紙に

記入し、活動日に持参

ください。

○高萩ソフトボール少年

同監督後藤r弘さん

盆23-7894

●とき 3月1日（日） 午前10時開演。

●会場文化会館。

●入場料無料。

●内容カラオケと舞踊（4つの流派)。

●ゲスト山崎洋子さんと東竜司さん

○高萩市カラオケ望み会 丹勝政さん窓233561

中 写到[卿年度の県政モニターを募集
●仕事の内容県政について、随時自由な意見や提案を

通信カードにより提出。また、アンケートへの回答など‘

●任期 4月から2年間。

●募集人員50人。

●応募資格県内に住む20歳以上で公務員でない人。さら

に国・県・市町村のモニターと兼務にならない人。

●応募方法県政モニター申込害（市役所秘書課にもあり

ます）に記入のうえ、 2月27日(金)までに茨城県知事公

室広報広聰課（〒3108555水戸市三の丸1 5-38）へ。

○知事公室広報広聴課盆029-2337141

トイレの汲み取りの休み ○花員クリーンセンター盆22-4318

8日旧)、 9日(月)、 15日旧）2月22日(日)、 3月1日(日)、

17



訊弓毎

国花
里 巌三F鐸陰料”め
平成9年度も、残すところ

竺一

2か月あまりとなりましたc

国民年金保険料の納め忘れ

はありませんか？忙しさのあ

まりついうっかりして、納め

忘れをしたり、分かっていて

も納めに行くのが面倒だとい

って、そのままにしている人

が、みられます。

保険料は、 2年間を過ぎま

日本赤十字社茨城県支部から、災害救護活動をはじ

め、赤十字活動に使用する赤十字救護車（ライトバ

ン） 1台が、市に贈られました。同支部からの寄贈

車は、 これで6台目です。◆福祉事務所内線356

すと時効になって納められなくなります。

このため、将来、年金を受けとるときに満額の年金を

受けることができなかったり、未納中に障害年金に該当

するような状態になっても、受けることができないよう

なことになってしまいます。

口座振替を利用すると、納め忘れを防げますので‘ぜ

ひ、ご利用ください。

また、市発行の納付書による納付は、 4月30日(木)ま

でですので、なるべくお早めに納めてください。

鍵譲…集合徴収と年金相談会…

日立社会保険事務所と市による年金相談を行いますの

で、お気軽に相談ください。社会保険事務所から納付書

が届いている人は、その納付書を持参ください。

◆とき 2月18日（水）午前10時から午後3時まで。

2月19日（木）午前10時から午後3時まで。

◆会場中央公民館。

◆その他相談には、印鑑や年金手帳もお持ちください。

また、期間の確認は、事前に調べておいてください。

○保険年金課内線233

高 市 彰 をの ′
①

薦苅象fiij!:磁内に培侮毒だほ遥勤?§蕊蕊迩毎いる典や団体
墓蕊JJ'J"'JEE!ff≦"J1fJ1'FH宝｡f 臼 〆
優秀者(または団体）＊

以
選
つ
た

位
表
に
の

６
代
会
展

で
本
大
発

会
日
ｏ
は

大
に
ど
た

国
ら
な
。
ま

蕊
さ
体
す
、

竺胃P

高萩市体育協会専門部長や学校長など

#J秒振興課内) 823-1131 ’

熟雲蕊議蕊蕊襲鐙癖
ごぞんじですか？

・児童手当・－'7，準EII存
この制度

児童手当は、 3歳未満の児童を

養育している人に支給されます。

ただし、前年(1月から5月まで

の月分の手当については前々年）

の所得が一定額以上の場合には、

所得制限により支給されません。

◆手当の額（月額）

・第1子…5,000円

．第2子…5,000円

・第3子…10,000円

◆手当の支給

》

…”

隣田所書店､仲屋書店、ヤマザキシヨップサイ
力モト、モンペリ上島名ねもと．高浜やおけん・せきね．

川上かねこ（十王)、ピアノマート （磯原)、日立市民会館、

高萩市文化会館冠23-7411

認定請求をした日の属する月の翌月から開始され、

支給事由の消滅した日の属する月分で終了します。な

お、原則として手当は、毎年2月・ 6月・ 10月に、そ

れぞれの前月分までが支給されます。

◆所得制限…平成9年度（参考）

「一一一一一一ーーー■■ー一一ーー一＝一一一一一一一一‐■■－－ーーー

I

|北茨城市’ 第10回
うじょう

雨情の里童謡の集い

｜ ●とき 2月14日(土）午後1時30分から。

I ●会場ウエディングパレス白浜（閨南町）

｜ ●内容・第1部…菫謡作詞コンクール表彰。
・第2部…市内グループの菫謡発表。

・第3部…松島トモ子コンサート。

｜ ○北茨城市役所生涯学習課盆43 1111広i ○北茨城市役所生涯学習課盆43 1111内

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

○

○福祉事務所社会福祉係内線356 線424
L一一一一-－．．－－＝－－－－－－－－－-－－．．＝．．－-一一一一一一一一＝一・・＝
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扶養親族

などの数

2人

3人

児童手当

(国民年金などに加入）

2,096,00()円以下

2,396,000円以下

特例給付

(厚生年金などに加入

3,878,000円以下

4,178,000円以下



■平成9年度第35回全国中学校スキー大会茨城県予選会

［とき] 1月5日（月）～7日（水）

［会場］ハンターマウンテンスキー場（栃木県）

＊スラローム<女子〉
第23回新春高萩市民マラソン大会

き］ 1月18日（日) [参加者］

■第23回新ラ

［とき］ 1

口優勝高橋裕子（秋山）

口準優勝渡辺公子（高萩）

＊ジャイアントスラローム<女子〉

口優勝関根麻意子（秋山）

口準優勝渡辺公子（高萩）

口第3位高橋裕子（秋山）

予選会で好成績を収め

た3人は、宮城県で開

かれた全国大会(1/31

(土)～2/3(火))へ出場
1士1ナ五
しふ’一ノヒ一○

211人

部門一超塁 優勝

駒津普司
ひろし

[KDK"]

国井安男

〔高萩‘ -田肖防署

準優勝 第3位

一般男女A

(35歳以下,10m)

我妻保子

〔日製佐和〕

堀口英夫

〔十王消防署〕

一般男女B

(36歳以上･10km)

高校生男子

(10km)

オープン男女

(10km)

一般男子C

(40歳以上･5km)

一般男子D

(50歳以上5km)

皆川久夫

[NK紙工㈱〕

松本和良

〔高萩消防署〕

鈴木英人

〔高萩高〕

根本 晃

〔助川中学校〕

＊スラローム<男子＞ ＊ジャイアントスラローム<男子〉
めつゆき

口第3位鈴木淳之（松岡）口第3位鈴木淳之（松岡）山形勝義

〔水城高〕

落合俊之

〔高萩高〕

根本己好

〔日立電線加工〕

大野謙一

〔㈱日立物流〕

沼田静雄

H澱備ｴﾝﾆｱ

鶴丸安雄

[KDD"]

＝誕毘延鯉
あり力丁とうございました

＊社会福祉協議会へ
・佐竹重美さん（上

＊同仁会乳児院へ
今

・スナックぼけっと

虻川正次

(H本加工製紙㈱〕 蔀
100,000円

高萩市建築組合

25,200円

カサブランカクラブ

3,000円

第7回松岡地区公民館ま

つり実行委員会

98,976円

松岡地区公民館料理講

座 630円

松岡地区公民館そば作

り教室 1,129円

鉄道OB会高萩支部婦人

部 14,329円

いばらきコープフェスタ

実行委員会 12,019円

萩之会 30,000円

沼田実さん（東本町）

11,552円

高萩中学校 30,000円

出野マンション常会

38,904円

宮田たかよさん（秋山）

200,000円

神代よしさん（大和町）

100,000円

モンペリねもと （島名）

27,413円

JA茨城ひたち女性部高

萩支部 もち米71k9

キリスト教聖児幼稚園高

萩分園 26,000円

創建葬儀社 15,000円

岩本容和さん（本町）

100,000円

27,9221留大森民夫

〔関彰商事〕

緑川三郎

日立市役所〕

大越要三

〔[|本加工製紙㈱〕 ＊リフトバス購入基金も
高萩ロータリークラブ

200,000円

★鈴木翔太

〔磯原中〕

中学生男子

(5km)

根本大輔

〔松岡中〕

塩沢隆浩

〔高萩中〕 ー‘

＊臨海学園へ
､鈴木豊男さん(日立詔

中学．高椎好

(5km)

弘中 愛

〔秋山中〕

和田麻華

〔秋山中〕

黒沢美穂

〔秋山中〕

,000円

なの広

10ｵｰﾌ・ン女子

(5km)

一般女子

(2km)

今川安子

〔給食センター〕

西澤恵美子

〔秋山〕

★西詰勝輝

〔北茨城養護学校 生涯学習課みん

場へ鵜
鑑大足光司さん、小川英康

さん、広瀬明央さん

100,558円

小学生男子

(ﾉ1,4~ﾉ1,6{2m)

本城裕也

〔秋山小5年〕

小川竜也

〔束小6年〕

本城莉美

〔秋山小4年〕

佐藤嘉威
か （ ､

〔高萩小6年〕

佐藤恵理香

〔高萩小6年〕

木村清二

〔日立ゴム加工㈱〕

〃 友則

〔秋山小3年〕

＊高萩中学校へ
・高萩中学校創立50周

小学生女子

(小4~小6･2km)

佐藤佳奈絵

〔松岡小6年〕 窪己
念事業実行委員会

記念樹と記念碑、

放送設備の改修、

ターホン

大沼 裕

〔ヤマト運輸〕

〃 三浩

〔高萩小3年〕

高原義則

旧本加工製紙㈱〕

′ 謙太

〔秋山小3年〕

校内

イン

親子

(ﾉ1,1~小3,2m)

＊高萩小学校へ
・山野辺敏男さ

★印は、オープン参加者 q】

ん(安良川）

＊ごめんなさい。 ケヤキを守る柵と掲示

板

……鱗蕊恩鍾鍵騒

1月号の18ページに掲載しました下水道のお知らせの中で、

｢受益者負担金のかか魚鳫擁」に､太嘉舅殿U2cefiが抜
けていました。また、姐倉の字が間違ってましたので、

……

訂正しておわびします。

ー

…
く変P割うしも ，、
り質TはでビたV↓
の者A今すケちつ
起のでもが1 のの
爆対設昔 、ム姿こ

蹴癖蕊
てせ りたされき
期 、ー， まちれな地

樹懸螺
錨諦雛礎
ま荏絡鰯群デ
茂弓璽校役よテと。

＝

へ

● ●

索
ョ
の
舞
う
成
人
の
日
。
雪
に
よ
る
影
響
を
思

い
な
が
ら
式
典
会
場
に
入
る
と
、
そ
こ
は
、
予

想
に
反
す
る
華
や
か
さ
と
友
人
と
の
再
会
を
喜

ぶ
声
で
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
が
若
さ
か
、
と
、
取

材
に
か
こ
つ
け
て
声
を
か
け
ま
く
り
、
夢
と
希

望
に
満
ち
た
若
者
か
ら
発
せ
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
浴
び
て
、
ひ
と
し
き
り
若
返
っ
た
心
地
好

さ
に
浸
た
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ヒ
ロ

へ
ん
し
ゅ
』
っ
て
ち
よ
』
フ
）

’
■ ■

■■■■■■

高萩

リー

のチ

イー

ロータ

クラブ

ャリテ

ダンス

ティーﾉ、－
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歳末たすけあい募金
生長の家高萩相愛会

10，000円

･沼田実さん（東本町）

5，000円

｡ （有)北部自動車サービス

36,500円

･立正佼成会茨城教会青年

部 40,472円

･母子寡婦福祉会3，000円

･㈱大心苑 21,959円

高萩キリストの教会

20，000円

廣和建設㈱ 5,244円
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． 竪蕪

のある
〉ノハ垂一丁へゞ〉極く一ノ、垂唾垂皿

ノヘーーハーー垂心、

／皿一一〈一、／〈ゞ一一一／、〉〉

･不動滝。

不動明王に似て

悠然と立ち尽くす滝

｜玉I道461号を西進し、中戸川バイパス入口の手前か

ら旧道を進み、道が狭まるカーブの左下に位置する不

動滝。その名が示すように火炎を背にどっしりと構え

て立つ不動明王に似て、苔むした岩を背に悠然と立ち

尽くしています。偶然流れ落ちたと思われる傍らの流

木は、不動明王が持つ剣のようにも見え、威風堂々と

した風格を感じます。

滝壷の周辺では、数H前の雪が岩々に|帽子を作り、

小枝にぶら下がって遊んでいます。これらの雪は陽の

光を浴びて一滴ずつ新たな清流となって花貫川に溶け

込み、天の恵みを大地に返しています。

ー

_』
寸至市街地

筆ぎ』
、…～---~－|| :一J

不動滝

, iz侭､i

E囿回に

厚閥同F
◎

･君田中学校．

;I1
M

ー

W

即則回
守口■ q ■ ■ ■ ■ ■ ･■ ■ ｡ F▽p 1 r . 凸 ■ 二 1 ■ ﾏﾛ電2

1 ,

皇&- "A｣" ' i l

■■9時～午後4時

戸

』

祁

望

幣

迅院 、～

､漂一

巽驚幾：ぼくたちの学校

ります｡ 1月13B而關い､噛〆
■発行／平成10年2月5日

■編集／茨城県高萩市役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1丁目100番地

■印刷／藤枝印刷

キー教室を開きま

篭
まれて初めてのス

とても楽しく滑る

ちの学校では今

け栽培、炭焼き体験など特

cm｡ l3<にとっては生

怖い思いもしましたが

｣間地にあるぼくた｡ L

め、 野烏観察やしいた

雌
蕊

動をしています

蝋
20

旧
一
銅
十王医院｜十王町狂323266

大和町恋22-2202

飯島医院大和町冠22-2235

７

東本町恋23-1711

玉です。


